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新
年
に
あ
た
っ
て

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

波
多
野
重
雄

　

台
風
26
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
大
島
町
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援

金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

農
業
委
員
等
各
位
の
ご
協
力
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
に
都
農
業
会
議
の
波

多
野
会
長
が
、
大
島
町
の
原
田

浩
副
町
長
と
土
屋
農
委
会
長
を
訪

れ
、
義
援
金
１
１
９
万
６
８
４
０

円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
成
長

戦
略
の
ひ
と
つ
と
さ

れ
る
「
農
地
中
間
管

理
事
業
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
、
12

月
５
日
に
参
議
院
本
会
議
に
て
可

決
・
成
立
し
、
13
日
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
。（
平
成
26
年
３
月
１
日
施

行
）

　

あ
わ
せ
て
、
関
連
法
の
農
地
法

お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
な
ど
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、

平
成
26
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
す
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
は
、

区
市
町
村
の
基
本
構
想
に
青
年
等
の

就
農
促
進
（
認
定
就
農
者
）
を
位
置

づ
け
る
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
法
の
一
部
改
正

で
は
、
①
農
地
台
帳
の
法
定
化
、  

②
農
地
台
帳
の
電
子
化
、
③
農
地
台

帳
に
記
録
さ
れ
た
事
項
お
よ
び
地

図
の
公
表
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
東
京
都
農
業
会

議
で
は
、
農
地
法
施
行
規
則
に
規

定
す
る
「
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り

個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
も
の

そ
の
他
公
表
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
も
の
」
に
つ
い
て
、
特
に
、

市
街
化
区
域
に
あ
っ
て
は
、
農
地

中
間
管
理
事
業
が
農
振
農
用
地
の

み
が
対
象
で
あ
る
こ
と
、
公
表
に

よ
り
紛
争
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
項

目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
、
非

公
表
と
す
る
要
望
書
を
決
定
し
、

要
請
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
税
制
改
正
大
綱

　

自
民
・
公
明
両
党
は
、
12
月
12

日
に
、
平
成
26
年
度
税
制
改
正
大

綱
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

最
近
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
夏

か
ら
冬
へ
、
乾
燥
か
ら
大
雨
へ
と
、

急
な
気
候
の
変
化
に
よ
り
、
農
産

物
の
生
育
に
も
大
き
な
影
響
が
出

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
10
月

16
日
の
台
風
26
号
に
よ
り
、
大
島

町
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
こ

と
は
、
真
に
心
痛
む
出
来
事
で
あ

り
、
一
日
も
早
い
復
興
を
強
く
祈

念
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
農
地
の
自
由
化
を
望

む
財
界
な
ど
の
圧
力
に
よ
り
農
業

委
員
会
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
動

き
の
一
方
で
、
農
地
基
本
台
帳
の

法
制
化
や
関
係
法
の
厳
正
執
行
な

ど
農
業
委
員
会
の
役
割
は
一
層
重

要
に
な
っ
て
お
り
、
国
に
対
し
て

正
し
い
理
解
と
適
正
な
支
援
を
強

く
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
日
本
農
業

に
お
け
る
東
京
農
業
の
果
た
す
役

割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
役
職
員
一

同
、
精
一
杯
活
動
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
農
業
委
員
統
一
改
選
の

年
で
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
各
位

の
一
層
の
ご
活
躍
と
、
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

 

　
　

農
地
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
都
農
業
会
議
が
要
望
書
提
出

 

税
制
改
正
大
綱
で
納
税
猶
予
制
度
の
見
直
し　

波多野会長

　

都
農
業
会
議
と
農
委
会
地
区

協
議
会
・
連
合
会
は
「
第
55

回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者

大
会
」
を
平
成
26
年
２
月
27
日

（
木
）
午
後
１
時
よ
り
「
昭
島

市
民
会
館
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
国
に
対
す
る
要

望
や
平
成
26
年
度
に
向
け
た
農

業
委
員
会
活
動
の
推
進
に
つ
い

て
協
議
し
、
記
念
行
事
と
し
て
、

各
顕
彰
事
業
の
表
彰
を
行
い
ま

す
。

　

農
業
委
員
各
位
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
55
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

「
大
島
町
土
石
流
災
害
義
援
金
」
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
税
制
改
正
大
綱
に
は
、
農
業

者
大
会
で
決
定
し
、
東
京
都
農
業

会
議
が
、
長
年
要
望
し
て
い
た
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
の
見
直
し
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

①
特
定
市
に
お
い
て
、
公
共
収

用
の
た
め
に
相
続
税
納
税
猶
予
適

用
農
地
を
譲
渡
す
る
場
合
、
自
己

所
有
地
や
譲
渡
後
に
新
た
に
所
得

し
た
農
地
で
あ
っ
て
も
、
譲
渡
後

１
年
以
内
に
生
産
緑
地
の
指
定
の

手
続
き
を
完
了
す
れ
ば
、
相
続
税

納
税
猶
予
制
度
の
継
続
を
認
め
る
。

　

②
相
続
税
等
納
税
猶
予
制
度
適

用
農
地
を
公
共
事
業
用
地
と
し
て

譲
渡
し
た
者
に
つ
い
て
、
納
税
猶

予
期
間
中
の
利
子
税
を
免
除
す
る
。

（
②
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
）

原田副町長（右）に義援金を手渡す 
波多野会長（左）と土屋農委会長（中央）

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
３
８
号　

平
成
26
年
１
月
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第
９
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
25
年
12
月
17
日
に
開

催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
２
件

２
０
５
１
・
９
１
㎡
、
第
５
条

４
件
１
４
４
６
・
２
７
㎡
を
審

議
し
、
許
可
相
当
と
し
て
答

申
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議

　

平
成
26
年
２
月
27
日
（
木
）

開
催
の
第
55
回
東
京
都
農
業

委
員
・
農
業
者
大
会
の
開
催

要
領
お
よ
び
第
40
回
農
業
委

員
会
等
功
労
者
表
彰
受
賞
者

を
決
定
し
た
。

　

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進

常

任

会

議

員

会

議

だ

よ

り

　

東
京
都
内
全
域
で
、
８
月
か
ら

10
月
を
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進

月
間
と
し
て
設
定
を
し
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
農
地
利
用

状
況
調
査
（
農
地
法
第
30
条
）
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
農
地
利
用
状
況
調
査
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
が
日
常
活

動
と
し
て
地
域
の
全
農
地
を
見
ま

わ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
月
間

で
は
、
地
域
の
見
ま
わ
り
の
強
化

と
農
業
委
員
会
組
織
と
し
て
、
重

点
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
期
間
に
お
い
て
は
、

農
業
委
員
活
動
記
録
カ
ー
ド
を
さ

ら
に
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
東
京
都
農
業
会
議
が
作
成
し

た
地
域
ご
と
の
３
種
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
農
地
制
度
を

周
知
す
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
月
間
中
、
都
内
全
域
で

２
４
０
０
件
以
上
の
農
業
委
員
の

活
動
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、

各
農
業
委
員
会
で
積
極
的
に
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
（
久
保
田

晴
利
会
長
）
で
は
、
市
街
化
調
整

区
域
で
耕
作
が
十
分
で
な
い
農
地

の
所
有
者
に
農
地
の
貸
借
の
意
向

な
ど
を
訪
ね
農
地
の
流
動
化
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
、
町
田

市
農
業
委
員
会
（
吉
川
庄
衞
会
長
）

で
は
、
町
田
市
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
団
体
の
農
地
バ
ン
ク
登
録
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

国
分
寺
市
農
業
委
員
会
（
榎
戸

岩
男
会
長
）
で
は
、
市
内
を
５
ブ

ロ
ッ
ク
に
わ
け
、
重
点
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
座

談
会
で
報
告
を
し
、
農
地
保
全
の

重
要
性
を
伝
え
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
農
業
委
員
会
で
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

お
い
て
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代

表
者
集
会
が
開
か
れ
、
東
京
都
か

ら
は
各
区
市
町
村
の
農
業
委
員
会

長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
事
例
発
表
が
行
わ

れ
、
佐
賀
県
江
北
町
農
業
委
員
会
、

と
ち
ぎ
女
性
農
業
委
員
の
会
、
愛

知
県
豊
橋
市
農
業
委
員
会
の
活
動

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
決
議
が
行
わ
れ
、
要

請
に
つ
い
て
は
「
基
本
農
政
推
進

の
た
め
の
具
体
的
施
策
に
関
す
る

要
請
」
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い

て
国
会
決
議
の
絶
対
遵
守
を
求
め

る
要
請
」
が
提
案
の
と
お
り
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
農
業
委
員
会
活
動
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
」が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
に
お
い
て
都
内
の
区
市

町
村
農
業
委
員
会
長
と
国
会
議
員

と
の
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
に
は
東
京
選
出
の

４
人
の
国
会
議
員
が
参
加
し
、
都

市
農
業
を
め
ぐ
る
政
策
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。懇談会では、都市農業の振興について

活発な意見交換が行われた

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
28
日
に

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
を

開
き
、
農
業
者
年
金
加
入
推
進
員

（
農
業
委
員
）
な
ど
約
30
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
の
新
規
就
農
者
で
今
年

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
井
垣
夫

妻
は
、
加
入
ま
で
の
経
緯
な
ど
に

つ
い
て
「
農
家
に
な
り
、
自
ら
の

年
金
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
将
来
を
考
え
た
時
に
農

業
者
年
金
は
絶
対
に
必
要
だ
と
思

い
加
入
し
た
。
活
用
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
基
金
の
下
條
企
画

調
整
室
長
は
、
制
度
の
特
長
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
遠
藤
吉
夫
氏
は
、
専
門

家
の
視
点
か
ら
、
農
業
者
年
金
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

農
業
者
年
金
制
度
の
特
長
や
メ
リ
ッ
ト
を
研
究

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会

農業者年金加入のきっかけについて話す 
井垣夫妻

都
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

　
　
　
　

重
点
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

基
本
農
政
推
進
の
具
体
的
施
策
に
関
す
る
要
請
な
ど
決
議

東
京
進
出
の
国
会
議
員
と
都
市
農
業
に
つ
い
て
意
見
交
換

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

月
間
の
状
況
に
つ
い
て
、
各

農
業
委
員
会
の
具
体
的
な
取

り
組
み
状
況
を
報
告
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、

平
成
26
年
度
税
制
改
正
大
綱
、

農
地
関
係
法
の
状
況
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
、
国
内
農

業
政
策
の
情
勢
な
ど
を
報
告

し
た
。
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小
野
路
地
区
で
は
、
こ
の
事
業

に
よ
り
、
新
規
就
農
し
た
麻
生
聡

さ
ん
、
相
川
将
さ
ん
、
渡
辺
恒
雄

さ
ん
の
農
地
を
見
学
し
、
特
に
、

渡
辺
さ
ん
が
コ
ン
ペ
を
経
て
利
用

権
設
定
し
た
（
借
り
受
け
た
）
農

地
で
は
、
東
京
都
の
ス
ト
ッ
プ
遊

休
農
地
再
生
事
業
を
活
用
し
、
遊

休
農
地
か
ら
再
生
し
た
集
団
農
地

の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。   

　

上
小
山
田
地
区
で
は
、
同
じ
く

新
規
就
農
を
し
、
果
樹
栽
培
や
観
光

農
園
に
取
り
組
む
北
井
隆
さ
ん
か

ら
話
し
を
聞
き
、
上
小
山
田
地
区

の
農
地
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
会
議
は
、
11
月
27

日
（
木
）
に
、
町
田
市
に
て
、「
東

京
都
内
の
新
規
就
農
等
農
地
見
学

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
遊
休
農
地
利
活
用
促

進
事
業
（
東
京
都
委
託
事
業
）
の

一
環
と
し
て
企
画
し
開
い
た
も
の

で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
よ
り
、
新
規
就
農
希
望
者
や

新
規
農
業
参
入
意
向
法
人
、
ま
た

認
定
農
業
者
な
ど
を
対
象
に
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

見
学
会
は
、
町
田
市
役
所
に
集

合
し
、
町
田
市
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
の
中
心
地
で
あ
る
小
野

路
地
区
と
上
小
山
田
地
区
（
と
も

に
市
街
化
調
整
区
域
）
お
よ
び
町

田
市
研
修
農
場
を
現
地
研
究
し
ま

し
た
。

　

町
田
市
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
は
、
農
業
委
員
会
が
農
地
利

用
状
況
調
査
な
ど
で
収
集
し
た
市

街
化
調
整
区
域
の
農
地
（
貸
し
て

も
よ
い
と
白
紙
委
任
し
た
農
地
）

の
情
報
を
農
地
バ
ン
ク
に
登
録
を

し
、
担
い
手
バ
ン
ク
に
登
録
し
た

担
い
手
（
借
り
た
い
と
意
向
す
る

者
）
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
農
地

の
有
効
利
用
を
積
極
的
に
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。

町田市の小野路地区に新規就農した
渡辺夫妻から話しを聞く

　

本
見
学
会
は
、
12
月
27
日
（
金
）

に
、
別
コ
ー
ス
と
し
て
、
瑞
穗
町

に
て
開
き
ま
し
た
。　
　
　

　

一
ヶ
所
目
は
個
人
経
営
で
農
業

を
営
む
オ
ル
ガ
さ
ん
（
54
歳
）
の

農
園
で
す
。
50
ア
ー
ル
の
自
作
地

で
約
20
種
類
の
野
菜
を
有
機
栽
培

で
生
産
す
る
ほ
か
、
10
キ
ロ
ほ
ど

離
れ
た
郊
外
に
も
約
13
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
を
国
か
ら
借
り
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
の
借
地
で
収
穫
さ
れ
た

も
の
の
う
ち
70
％
は
指
定
さ
れ
た

学
校
や
病
院
に
安
価
で
供
給
す
る

新規就農者の参入などにより再生した
集団農地

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ（
清

水
武
男
会
長
）
は
11
月
26
日
か
ら

12
月
２
日
の
日
程
で
キ
ュ
ー
バ
農

業
事
情
視
察
を
実
施
し
、
都
内
の

経
営
者
ク
ラ
ブ
会
員
や
認
定
農
業

者
な
ど
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

キューバ　オルガさんの直売所

　

社
会
主
義
国
で
あ
る
キ
ュ
ー
バ

は
一
九
五
九
年
の
革
命
以
降
に
農

地
改
革
を
進
め
、
80
年
代
末
に
は

農
地
全
体
の
90
％
を
大
規
模
な
国

有
農
場
に
し
て
砂
糖
キ
ビ
の
増
産

を
図
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ソ
連
消
滅
に
よ
る
経

済
危
機
を
経
て
、
協
同
組
合
農
場

や
小
農
に
よ
る
営
農
を
増
や
す
農

政
の
大
き
な
転
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
キ
ュ
ー
バ
流
の
都
市
農

業
や
有
機
農
業
の
あ
り
方
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
首
都
ハ
バ
ナ

市
内
の
２
か
所
の
農
園
を
訪
問
し

ま
し
た
。

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
　
　

キ
ュ
ー
バ
の
農
業
事
情
を
視
察

恒
例
の
海
外
農
業
視
察
を
実
施

町
田
市
の
新
規
就
農
者
の
農
地
や
研
修
農
場
を
見
学

東
京
都
内
の
新
規
就
農
等
農
地
見
学
会
開
く

こ
と
が
義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

30
％
は
自
由
に
売
る
こ
と
が
で
き
、

品
質
の
高
い
農
産
物
は
ホ
テ
ル
や

レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
納
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

二
ヶ
所
目
の
見
学
先
は
協
同
組

合
農
場（
Ｕ
Ｐ
Ｂ
Ｃ
）の
ひ
と
つ
で
、

１
７
０
０
㎡
ほ
ど
の
小
規
模
な
農

園
で
す
。

　

４
人
の
労
働
者
が
年
間
を
通
じ

て
20
種
類
ほ
ど
の
野
菜
や
ハ
ー
ブ

を
栽
培
し
て
お
り
、
学
校
や
病
院

な
ど
に
野
菜
を
納
め
て
い
ま
す
。

　

目
標
を
超
え
た
生
産
量
を
達
成

す
る
と
給
与
に
も
反
映
す
る
と
の

こ
と
で
、
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た

女
性
の
代
表
者
が
有
機
農
業
の
技

術
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的

で
し
た
。

キューバ 協同組合農場の野菜栽培

町田市の上小山田地区で新規就農した
北井隆さん
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農
業
者
と
消
費
者
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く
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東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

　

都
農
業
会
議
は
、12
月
18
日
に
、

立
川
市
で
「
農
業
生
産
の
法
人
化

と
都
内
新
規
農
業
参
入
法
人
事
例

研
究
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
最
近
の
都
内
に

お
け
る
法
人
の
農
業
参
入
状
況
に

鑑
み
、
制
度
を
広
く
研
究
し
よ
う

と
開
い
た
も
の
で
、
法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト
や
法
人
に
よ
る
農
地
の
権

利
取
得
の
解
説
ほ
か
、
一
般
法
人

と
し
て
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た

立
川
市
の(

有)

小
林
養
樹
園
の

小
林
公
成
代
表
取
締
役
に
よ
る

　

12
月
６
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
都
農
業
会
議
と
東
京
都

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
清
水
武
男

会
長
）、
東
京
都
消
費
者
月
間
実
行

委
員
会
（
笹
浪
真
智
子
委
員
長
）

の
共
催
に
よ
り
「
食
と
農
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
と
消
費
者
が
交
流
し
な

が
ら
共
に
学
ぶ
場
を
つ
く
ろ
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
都
内
の

農
業
者
と
消
費
者
あ
わ
せ
て
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
島
村
菜
津
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「
東
京
で
こ
そ
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

＆
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
半
に
は
農
業
者
と
消

費
者
を
10
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

交
流
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
は
都
市
農
業
に

特
有
の
課
題
や
地
産
地
消
の
必
要

性
、
農
産
物
の
安
全
性
な
ど
、
幅

広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
率
直
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
法
人
経
営
の
実
際
」
に
つ
い
て

講
演
を
開
き
、
そ
の
後
小
林
養
樹

園
の
取
り
組
み
を
現
地
研
究
し
ま

し
た
。

都
内
に
お
け
る
法
人
の
農
業
参
入
な
ど
を
研
究

農
業
生
産
の
法
人
化
と
都
内
新
規
農
業
参
入
法
人
事
例
研
究
会
開
く

スローフードについて話す島村
菜津さん

これからの食料や農業について話し
あう農業者と消費者

都
内
各
地
で
農
業
委
員
と
農
業
者
が
意
見
交
換

　

平
成
25
年
度
の
農
業
委
員
会
・

農
業
会
議
の
重
点
活
動
「
伝
え
る

活
動
」
の
一
環
と
し
て
、
農
業
委

員
と
農
業
者
と
の
懇
談
会
が
、
多

く
の
農
業
委
員
会
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　

11
月
に
は
、
国
分
寺
市
（
４
地

区
）
、
府
中
市
（
２
地
区
）
、
多
摩

市
（
全
域
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
農
地
に
関
連
す

る
法
律
や
制
度
、
農
地
の
適
正
な

管
理
・
利
用
、
ま
た
農
政
動
向
や

補
助
事
業
に
つ
い
て
、
参
加
者
と

農
業
委
員
で
意
見
を
交
換
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
認
定
農
業
者
と
の
懇

談
会
も
予
定
し
て
い
る
農
業
委
員

会
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動
は
建

議
や
要
望
に
つ
な
が
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

各地区の農業の状況や課題などについて
話し合う（国分寺市）

法人化の経緯や雇用経営の利点や課題

などを話す(有)小林養樹園の小林公成

代表取締役

　

12
月
９
日
、
国
分
寺
市
に
お

い
て
個
人
直
売
所
魅
力
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
分
寺
市
認
定
農
業
者
相
談

支
援
チ
ー
ム
と
都
農
業
会
議
が

共
催
で
企
画
・
運
営
し
た
も
の

で
、
国
分
寺
市
内
と
近
隣
市
の

農
業
者
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
江
藤
梢
さ
ん

が
講
師
に
な
り
、
野
菜
を
庭
先

直
売
す
る
峯
岸
昌
美
さ
ん
、
京

子
さ
ん
夫
妻
の
直
売
所
を
１
万

円
以
内
の
予
算
で
購
入
し
た
小

道
具
類
で
変
身
さ
せ
る
実
演
を

行
い
ま
し
た
。

個
人
直
売
所
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
研
究

個
人
直
売
所
魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

直売所の魅力アップについて話す江藤さん（左）
と農家の峯岸さん（右）

１
月
～
３
月
の
日
程

１
・
16 

㈭ 

島
し
ょ
検
討
会

１
・
17 

㈮ 

常
任
会
議
員
会
議

１
・
21 

㈫ 

北
多
摩
北
検
討
会

１
・
22 

㈬ 

北
多
摩
南
検
討
会

１
・
24 

㈮ 

北
多
摩
西
検
討
会

１
・
27 

㈪ 

区
内
検
討
会

１
・
28 

㈫ 

南
多
摩
検
討
会

１
・
29 

㈬ 

西
多
摩
検
討
会

１
・
31 

㈮ 

組
織
・
活
動
検
討
会

２
・
５ 

㈬ 

農
委
会
活
動
研
究
会

２
・
７ 

㈮ 

組
織
・
活
動
検
討
会

２
・
17 

㈪ 

常
任
会
議
員
会
議

２
・
27 

㈭ 

農
業
委
員
農
業
者
大
会

 
 
 
 
 

　

 

（
於
：
昭
島
市
民
会
館
）

３
・
７ 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
17 

㈪ 

通
常
総
会
・
常
任
会
議


